
 
 
                                                                                                      

 

海外事業 

概要 

            
  

  
ベトナム VINA-PSMC での PC 波形矢板製作 

－ダッカ都市交通整備事業（MRT 5 号線北路線）－ 
  

      村上直義 
   土木本部 海外部 

工事グループ 

 

   本工事は，国際協力機構（JICA）による日本政府開発援助（ODA）の有償資金

協力（円借款）による，バングラデシュ人民共和国のダッカ都市交通整備事業の一

環で建設されるダッカメトロ 5 号線（北路線）の車両基地用地造成に用いられるプ

レストレスト・コンクリート（PC）波形矢板（以下，PC 波形矢板）を，ベトナム

社会主義共和国ホーチミンにある VINA-PSMC 社で製造・納入するものである． 
PC 波形矢板は，1981 年に開発され，1988 年には JIS 製品として認定されたプ

レテンション・プレキャスト製品である（写真 -1）．高強度コンクリート

（70N/mm2）が採用され，断面形状が波形であるため，曲げ剛性が高く，特に突

出長 3m 以上の自立矢板では鋼矢板と比較して変位を小さく抑えることができる特

徴を有する．また，コンクリートが密実で耐久性に優れるという特長も持ち合わせ

ており，本工事では，SW600B-19m（Type-1），SW600B-16m（Type-2），

SW740-17m（Type-3）の 3 種類の PC 波形矢板を合計 3,051 枚製造し，ベトナム社会主義共和国ホーチミンよりバング

ラデシュ国ダッカに向けて出荷を行った． 

 
写真-1 PC 波形矢板 

PC 波形矢板の製作 
    熱帯地域でのプレキャスト部材製造 
本プロジェクトでは，VINA-PSMC 社の 5 つのプレテンション部材製造ラインのうち 3 ラインを使用し，1 日あたり最

大 19 枚の PC 波形矢板を製造する計画を立案した．ベトナムは熱帯気候に属し，年間を通して高温多湿な環境であるた

め，コンクリートの打設時には厳密な暑中コンクリート対策が求められた．練り上がり温度を 35℃以下に抑制するた

め，以下の具体的な対策を講じた．まず，バッチングプラントに隣接する骨材貯蔵設備にスプリンクラーを設置し，骨

材への継続的な散水によって，骨材自体の温度上昇を抑制した．さらに，コンクリートの練混ぜ水には氷を投入し，こ

れにより練り上がり温度を約 31 ℃前後に維持することが可能となり，高温下でのコンクリート温度上昇を抑制した． 

 

 PC 波形矢板の品質・出来形管理 
PC 波形矢板の製造工程においては，波形断面という断面形状の特性上，伏せ型

枠となる矢板嵌合部となる水平部上面へのコンクリートの確実な充填と気泡対策が

特に重要となる．この課題に対処するため，以下の対策を実施した． 
 

気泡排出孔（Air Vent Hole）の設置：鋼製型枠の矢板嵌合部となる水平部上面に

は，型枠内に空気が残留し，気泡が生じやすい．そこで直径 10mm の残留気泡排

出孔（写真-2）を約 100mm 間隔で細かく設けた．これにより，打設時に型枠上面

に残留しやすい気泡が効率的に排出され，製品の密実性を高めるとともに製品の美

観も向上した．  
コンクリート打設時対策：コンクリート打設時には，高周波バイブレータや型枠振

動機など，特性の異なる 4 種類のバイブレータを製品の形状や打設位置に応じて適

切に使い分ける事により，コンクリートの流動性を高め，型枠内部の隅々まで確実

に充填させるとともに，残留気泡排出孔（Air Vent Hole）から型枠内部の気泡を排

出する効果を高めた．また，コンクリート打設後，製品の上面には養生マットと穴

開き散水ホースを配置した（写真-3）．その上からブルーシートで覆い，シート内

部を常に高湿度・湿潤状態に保つことで，コンクリート表面の乾燥によるひび割れ

の発生を抑制し，強度発現を促進させた． 

外観・出来形・性能検査（曲げ耐力試験）:矢板表面の気泡はエポキシ樹脂系補修

材で処理され，全数量に対してハンマーによる打音検査を実施し，コンクリート充

填不良品の発生を徹底的に防止した．また，矢板形状と寸法についても全数検査を

実施した．また性能確認検査として，JIS A 5373 に定められた曲げ耐力試験を実施

した（写真-4）．試験の結果，JIS 規定値のひび割れ発生荷重・モーメントではひ

び割れが発生しなかった．また終局曲げ耐力まで荷重を載荷させた場合において

も，破壊に至ることなく，製造された PC 波形矢板は JIS A 5373 の要求性能を十分

に満足する耐力を有することを示した． 

 写真-2 残留気泡排出孔 

 

写真-3 穴開き散水ホース配置 

 
写真-4 曲げ耐力試験 状況 
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一般建築 

概要 

            
  

  
仮設計画から躯体工事まで BIM を活用した施工報告 

－福岡リハビリテーション病院増築工事－ 
  

    上田哲生 松尾展秀 宇佐見趣 
 大阪支店 建築工事部 

（九州支店駐在） 
大阪支店 建築工事部 
（九州支店駐在） 

大阪支店 建築工事部 
（九州支店駐在） 

 

   本工事は，稼働する既存病棟に接続する新病棟の増築工事であ

り，既存インフラの移設および切替え工事（Ⅰ期工事），新病棟

の増築工事（Ⅱ期工事）から成る．当初は分割計画されていたⅠ

期・Ⅱ期の一部を並行して行う施工計画により工期短縮を提案し

たことが評価され受注に至った．提案に当たっては BIM を活用し

て見える化を図り，事業主および工事関係者に施工計画や工程計

画の情報を共有した．本報告では施工計画および施工方法につい

て報告する． 
 
工事名称：(仮称）福岡リハビリテーション病院増築工事 
構造規模：S 造 地上 4 階     敷地面積：22,139.50m2 
建築面積：2,828.86m2     延床面積：6,942.13m2 
最高高さ：20.6m 
 
 
 
 

施工計画 

 
 

  １．基本計画 
既存病院の利用者と増築工事の車両動線の確保，擁壁を必要とする道路工事も含むため，敷地西側に構内道路を新設

し，病院利用の動線と工事搬入動線の交錯を緩和した．Ⅱ期の躯体工事の施工は 5 分割（A～E 工区）とし，工事進捗に

伴う全体の配置状況の把握のため BIM でステップ図を作成した．仮囲い状況（図-1）から躯体工事（図-2）まで各工事

の関連性の把握およびリスクの抽出が可能となり，工事関係者への注意事項の周知を図った． 
 

２．工程計画 
Ⅱ期工事では地盤改良工事に継続する各工程作業が A～E 工区を

スムーズに流れる計画とするため，D 工区（井水のため位置が変更

できない井戸既存給水タンクがある部分）の掘削工事開始となる令

和 5 年 7 月末日にⅠ期工事を完了する工程とした．マイルストーン

の設定は①インフラ切替え完了，②鉄骨建て方開始，③3階LGS開

始の 3 項目とした．  
製作物やキープラン等の主要事項はプロモーション工程表を作業

所・設計事務所・事業主で共有し，これに基づき設計監理者は製作

図や施工図の承諾監理や事業主との折衝を行ない，作業所では承認

プロセスと製品納期を照合の合理化が図れた．スケジュール管理に

おいて求められる設計事務所との連携が強化できた． 
 

３．安全計画 
日々の作業指示は，朝礼会場に 100 インチモニターを設置し，搬

入計画や各工区の作業内容の流れ，搬入動線，重機の配置，駐車スペース，ポイントとなる各所での安全注意を終日表

示させることで作業員に見える化を実現しわかりやすく周知した． 
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写真-1 建物外観 

図-1 Ⅰ期工事 仮囲い状況 図-2 Ⅱ期工事 鉄骨工事 

写真-2 Ⅱ期工事 基礎躯体工事 
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